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r100万分の1日本地質図第3版

CD-ROM版｣地質解説

鹿野和彦1)④栗本史雄1)両脇田浩二2)国

柳沢幸夫1)画教本博3)面滝沢文教1)南

久保和也1)画三村弘二1)西加藤磧一4〕

1.はじめに

100万分の1日本地質図の歴史は古く明治にまで

'遡ることができる.その第1版は,地質1青報に乏

しい時代に40万分の1予察地質図などを基に編さ

んされた.日本列島の地質構成の大要は捉えられて

いるものの,地質区分は大まかであり,例えば,新

生界は第三紀層と第四紀層,火山岩とに区分されて

いたにすぎない.

第2版は,新生界が35以上もの地質単位に分け

られて1いることからも分かるように,第1版出版

後79年の歳月の間に蓄積された膨大た調査研究の

成果を踏まえ,地質時代と岩相とに基づいて詳細な

地質区分を行い,それらの分布を示している.第

3版とは地質区分の考え方カミ大きく異たるので,直

接比較することはできないが,地層や岩体の分布,

主要た地質構造については第3版とほとんど変わ

らない.

第3版では,できる限り地史的に意味のあると

思われる境界をもって年代を区分し,産状を重視し

た岩相(岩石)区分との組み合せで地質単位を識別

し,それらの分布を詳しく示した.

100万分の1日本地質図第3版の特徴は,この時

代と岩相とで表示される詳細な地質区分にある.第

2版では,伝統的た地質図の表現方法に従って,地

質時代ごとに地層(群)や岩体をくくり,表示すると

ともに,代表的な地層(群)や岩体の名称を付してそ

の内容を説明していた･≒れに対して第3版の表

示方法は,地層(群)名や岩体名が付されていたいた

めにとまどうこともあるが,旧来の方法に比べて区

分が詳しくたっても区分された内容が専門外の人に

も直感的に捉えられるよう工夫されている.

このように表示方法を変更したのは,急速な地質

学の進歩に見合う表示をしようとすると,区分すべ

き地質体の数が大幅に増えることや,国際的にも日

本列島の地質が注目されている現状から日本列島の

地質に詳しくなくても理解できるような表示が必要

であると考えてのことであった.

第3版の凡例数は第2版の92から160に増え,地

質図もそれだけ詳しくなっている.また,第3版

では,地質図作成に当たって,凡例の詳しさに見合

うように,20万分の1地質図上で各地質体の分布

を押えた上で国土数値情報から出力した縮尺80万

分の1の地形図にそれぞれの地質体の分布を記入

Lて,これを地質図の原図とした.それゆえに,第

3版の地質図は,それをそのまま2倍に拡大し縮尺

を50万分の1にしても,従来の50万分の1地質図

と比べて遜色のない程度に詳細である.

100万分の1日本地質図第3版のCD-ROM版地

質図は,この100万分の1日本地質図第3版の地質

図そのものを数値化し作成したものである.しか

し,出版からすでに2年以上経っていることから,

CD-ROM版を出版するに当たっては,以下に述べ

るように,地質図を若干修正した.また,出版形態

の違いから,地質解説を加えるなど体裁も異なるも

のにした.
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2,100万分の1日本地質図第3版とその

CD-ROM版との違い

100万分の1日永地質図第3版とそのCD-ROM

板とでは,以下に記すように若干異たる点がある.

1)CD-ROM版では,次の章で述べるように

100万分の1日本地質図第3版印刷時の校正上の誤

りや,これが出版されるまでの2年の間に提出さ

れた新知見に従って,一部修正してある.

2)数値デｰタを多面的に活用するために,3つ

の地質図デｰタベｰス(ベクトル形式地質図デｰタ

ベｰス,メッシュ形式地質図デｰタベｰス,地質図

画像デｰタベｰス)を作成した.また,100万分の

1日本地質図第3版では地質解説がなされていなか

ったことを考慮して,本解説文をはじめとする様々

たドキュメントブソイルを加えて利用者の便宜を図

った.

3)100万分の1日本地質図第3版に付されてい

た1,000万分の1位置図は,島弧としての現在の日

本列島の姿を読み取ることができるように,日本を

とりまく大地移を示した図であった.CD-ROM版

では,メッシュ移式デｰタベｰスと画像デｰタベｰ

スで地形と地質との関係が読み取れるようにしてあ

るので,位置図を省いた.

4)100万分の1日本地質図第3版は地質図を4

葉に分割し印刷したもので,1,000万分の1位置図

はそれらの索引図としての役割も果たしていた.

CD-ROM版では,画面だとの表示の制約から,地

質図を国土地理院の20万分の1地勢図と同様の区

画に分割してある.それぞれの区画は索引図または

1次メッシュコｰドから検索でき,1区画を1画面

に表示できるようにした.

5)100万分の1日本地質図第3版では,第2版

の地質構造図に代わるものとして,付加コンプレッ

クスとそれらを覆う,あるいは貫く地質体などの分

布の大要を示すr付加コンプレックスの分布図｣が

付されている.CD-ROM版ではこれを省いた.

6)100万分の1日本地質図第3版では詳細た地

質図判読の妨げとならないよう,地名表記は県庁所

在地や主な河川,海洋,海峡,火山などにとどめ,

山岳標高も火山を除いて表示していなかった.CD-

ROM版では,ベクトル形式デｰタベｰスと地質図

画像デｰタベｰスには地名標記は入っていない.メ

ッシュ形式デｰタベｰスでは市,河川,山岳等のお

およその位置と地名が表示できるようにしてある.

3,100万分の1日本地質図第3版からの修正

点

3.1凡例の修正

100万分の1日本地質図第3版の凡例に掲げた地

質体のうち,海成堆積岩類PG1は,新生代堆積岩

類の区分の考え方からすれば本来ありえないもので

あるが,誤って表示されている.したがって,この

CD-ROM版ではこれを凡例から削除した､

このほかに,凡例にあっても分布面積が狭いため

に地質図に表現されなかった地質体がある1すたわ

ち,主として堆積岩類からなる付加コンプレックス

の黒地性岩体のうちのいくつかと,PG4とN2の時

代の珪長質アルカリ火山岩類,PG4の時代の苦鉄

質アルカリ火山岩類である.これらは,いずれも地

史を考える上で重要なのでこのまま凡例に表示して

おくことにした.

また,第3版の編さんでは,主として堆積岩類

からなる付加コンプレックスのうち,飛騨外縁構造

帯を構成するものについて,その中に石炭紀の石灰

岩が含まれていること,そして,石炭紀の変成岩を

含むコンプレックスの内側,構造的上位に分布する

ことからその時代を石炭紀と考えて表示したが,そ

の後,長野県白馬西方の堆積岩類から二畳紀の放散

虫化石が発見され,その層序学的位置づげがあらた

めて問題となった.しかし,今回の修正に当たって

は,該当するすべての付加コンプレックスが二畳紀

なのかどうカ㍉なお検討する必要があるとの慎重た

立場から修正しないことにした.また,宮崎市西方

及び南方のPG2-3としていた付加コンプレックスの

一都について時代をK2とPG2-3に変更し,それら

の境界となる断層も加筆修正する必要があるが,こ

の修正は,第3版でなされた四万十帯のほかの地

域における付加コンプレックスの区分の仕方との整

合性がとれるかどうか判然としないことから今回は

見送ることにした.

3.2地質図の修正

上記凡例の変更のほか,このCD-ROM版では地

質図についても以下のように修正した.なお,火山
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岩類については,特に断らない限り非アルカリ岩の

ことをさす.

1)北海道礼文島の海成堆積岩類K1を苦鉄質

火山岩類K1に修正

2)北海道羽幌地域の海成堆積岩類K1の中に

小範囲に分布する堆積岩類N1を海成堆積岩類K1

に変更

3)秋田市東南東の苦鉄質及び珪長質火山岩類

N1,N2の境界修正

4)鬼首カルデラ東方の火砕流Q1とQ2の時代

をそれぞれQ2とQ3に一変更

5)山形県温海付近の堆積岩類N2をアルカリ

苦鉄質火山岩類N2に変更

6)飯豊山地西方の新第三系と先新第三系との

境界を断層に変更

7)福島市と米沢市との間の火砕流N3の一部

を珪長質火山岩類N1に修正

8)磐梯山東方の堆積岩類N2を火砕流N3に修

正

9)磐梯山山頂付近の苦鉄質火山岩類の時代を

Q2からQ3に修正

10)福島県沼沢火山の苦鉄質火山岩類の時代を

Q2からN3に修正

11)那須岳北側の火砕流の時代をQ2からQ1に

修正

12)群馬県富岡西方の苦鉄質火山岩類N2の時

代をN3に修正し,境界線を変更

13)新潟県高田市周辺の堆積岩類N2,N3及び苦

鉄質火山岩類N3,Q1の境界変更

14)乗鞍岳当方の珪長質深成岩類K2と付加コ

ンプレックスJ2-3との境界変更

15)槍ケ岳付近の苦鉄質火山岩類の時代をPG3

からN3に変更

16)京都市西方の苦鉄質深成岩類K2の一部を

削除

17)神戸市西部のN2としていた堆積岩類の時

代をPG3に変更

18)姫路市北東方の主として堆積岩類からたる

付加コンプレックスJ1-2と珪長質火山岩類K2との

境界を修正

19)中国山地のPG2としていた珪長質深成岩類

の一都について時代をK2に変更

20)松江市南方のPG2としていた珪長質火山岩

1995年9月号

類の時代をK2に変更

21)松江市南方のN2としていた苦鉄質火山岩

類の時代をN1に変更

22)南西諸島久米島の北西部のN2としていた

苦鉄質火山岩類の時代をN3に修正

4.凡例解説

4.1凡例の構成

第1版,第2版の凡例では,地質単位を縦に並

べ,各々に代表的な地層名,地帯名,岩体名等を付

して長文の説明をつけている.第3版の凡例では

これをやめ,かわりにマトリクス方式を採用し,縦

に時代を,横に岩石の種類(岩相)をとって,全国の

地質をできるだけ分かり易く読み取れるように単純

化している(1コ絵の凡例参照).しかし,凡例数は第

2版の92から160に増えて,内容は一段と詳細で濃

いものとなっている.時代は記号で,岩石種は色と

地紋によって区別し,統一的に表示してある(100

万分の1日本地質図編さんの研究グルｰプ,

���

4.2時代区分

第3版の凡例では,主としてHar1andeta1.

(1990)の地質年代尺度を採用し,これに従って,

時代を,大きく古生代,中生代,新生代に分けた.

古生代及び中生代に関しては,従来通り標準的た

地質時代区分に対応させて,まずr紀｣の単位で区

分し,中生代についてはさらに多紀を2分ないし

3分した.

新生代については,第2版では原則として標準

的な地質時代区分である｢紀｣やr世｣の単位で区

分しているが,第3版ではこれと異なる方法で時

代を区分している.これは,新生代では徴化石層序

学や年代測定技術の進歩によって100万年オｰダｰ

の極めて精密た年代決定と対比が可能になり,その

結果,従来の標準的地質時代区分に基づいて｢世｣

などの単位で区分しようとすれば,それらの境界

は,必ずしもわが国の新生界の地層または層群の境

界とは一致せず,層序学的に意味のたい層準に境界

を設定せざるをえなくなる場合が多いことがわかっ

たためである.そこで,第3版では,統一的た年

代尺度に基づいて全国の新生界の対比を行い,これ�
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に基づいて広域的不整合,堆積相や火成活動の転換

点などの地史的に意味のある不連続面を選び出し,

これらを基準にして古第三系を4つ(PG1,PG2,PG3,

PG4),新第三系を3つ(N1,N2,N3),第四系を4つ

(Q1,Q2,Q3,H)の年代層序単位に分けた(鹿野ほか,

1991).PG1からHまでの境界の年代は,それぞ

れ52,40,32,22,15,7,1.7,0.7,0.15,O.0181Maであ

る.

これらの境界のうち,PG1とPG2との境界

(52Ma)は,北海道の石狩層群や九州の直方層群な

ど古第三紀炭田堆積物が堆積し始める時期に置い

た.

PG2とPG3との境界(40Ma)は,釧路炭田や常磐

炭田改とでも堆積が始まり,炭田堆積盆がさらに拡

大した時期に当たる.

PG3とPG4との境界(32Ma)は,漸新世の中頃に

起こった火成活動の活発化と活動域の拡大開始時期

に置いた.男鹿半島の門前層基底に相当する.

PG4とN1との境界(22Ma)は,台島檀物群を産

する新第三紀堆積物の基底に当り,火成活動が太平

洋側まで急速に拡大した時期にほぼ一致する.

N1とN2との境界(15Ma)は,西南日本で広域的

な海退が始まる15Ma付近に置いた.東北日本で

は,堆積盆が深くだり,珪藻堆積物やタｰビダイト

の堆積が始まる時点,すたわち15-13Maにこの境

界を置いた.これは,ほぼ,従来の西黒沢階と女川

階との境界に相当する.

N2とN3との境界(7Ma)は,日本全域で海退が

起こり,各地に不整合が形成された時期に当たる.

これ以降東北日本では珪長質火成活動が活発とな

り,脊梁にカルデラが生じる.また,西南日本では

豊肥に火山リフトが形成される.

N3とQ1との境界(1.7Ma),Q1とQ2との境界

(0.7Ma)は,それぞれ広域的な不整合に対応して

いる.不整合が認められない大阪層群などでは,

N3とQ1,Q1とQ2との境界をそれぞれ鮮新世と更

新世との境界,更新世の前期と中期との境界に置い

た.これらの境界の年代は全国各地に認められる不

整合の年代にほぼ一致する｡

Q2とQ3との境界(O.15Ma),Q3とH(0,018Ma)

との境界は,それぞれ下末吉海進の開始時期,後氷

期海進の開始時期に当たる.

100万分の1日本地質図第3版には表現されてい

ないが,ここで述べた年代層序区分のうち,PG4

からN3までは,さらに,26,18,12,3Maを境に

それぞれ二つに細分することができる.(鹿野をまか,

1991).新生界のこのようた区分の地質学的意味合

いについては,鹿野ほか(1991),鹿野(1993),鹿

野･土谷(1993)に詳しい.また,これと関連して

新生代の地史やテクトニクスを概観するには,最近

の論文や論文集,単行本,例えば平･中村(1986),

平(1990),北村ほか(1989),小林ほか(1991),飯

島(1992),鹿野ほか(1992),鹿野(1994)だとが参

考になる.

4.3岩石(岩相)区分

岩石(岩相)については,4.2に示した年代層序区

分に従って,同一時間面(帯)上の地質体を堆積岩

類,火山岩類,深成岩類,変成岩類に分けた.ただ

し,付加体及びそれに関連した堆積岩類について

は,他の地域と共通した基準で分けることができた

い場合があり,例えば古第三紀から新第三紀にかか

るものはPG2-3,PG3.4,中新世のものはN2-3とし

て一括し,付加体を構成する堆積岩については,こ

れらに伴う苦鉄質火山岩類(Pら)とともに付加コン

プレックスとして他から区別した.変成岩類は,こ

れだけが独立していた第2版と異なり,他の岩石

と共通の凡例に図示してある.付加コンプレックス

は,100万分の1日本地質図第1版及び第2版には

なかった地質区分であり,その定義や地史学的意味

合いについては本解説文5.で詳しく述べる.

[堆積岩類].堆積岩類は,海成と非海成,海成と

非海成の混合とに3分してある.ただし,時代区

分が細かくなされている新生界については,煩雑さ

を避けるために.付加コンプレックスに関連したもの

を除いてあえてこの区別はしなかった.

第四系を除く新生界の堆積岩類の大部分は海成で

ある.埋立地は便宜上完新統に含めた.

[付加コンブレックスコ付加コンプレックスは,

通常の地質体とは堆積,変形あるいは移成の場が違

うために岩相や構造の特徴が大きく異なる..付加コ

ンプレックスは海溝付近に堆積した陸源物質,海洋

プレｰトを構成する火山岩やその上の堆積物が大陸

プレｰトに付加した地質体であり,ここでは,その

構成要素に基づいて主として堆積岩類からなるもの

と火成岩類からなるものとに細分している.

地質ニュｰス493号�
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付加コンプレックスのうち,主として堆積岩から

たるものは,砕屑岩類や,石灰岩,チャｰト,玄武

岩とメラソジなどで構成されている.玄武岩や石灰

岩,チャｰトは黒地性岩体として含まれ,石灰岩や

チャｰトから産する紡錘虫,コノドントあるいは放

散虫が示す年代は,通常,砕屑岩やメラソジに産す

る放散虫だとの年代よりも古い.凡例の付加コンプ

レックスの年代(例えば,J1.2やJ1.3など)は砕屑岩

類やメラソジの泥質岩から産出した放散虫などの年

代である.黒地性岩体については,色と記号で岩石

の種類を区別し,それらが海洋プレｰト上に堆積あ

るいは定置した年代の範囲を示す直線を付して,付

加コンプレックスと同じ列に配置した.付加コンプ

レックスがひとまとまりの地質体として形成された

時期は,放散虫化石などが示す年代のうち,最も若

い年代(砕屑岩の堆積した年代もしくはメラソジが

形成された年代)あるいはそれ以降と判断した.

一方の主に火成岩類からたる付加コンプレックス

のうち,その主体をなし,海洋プレｰトの断片と解

釈される大規模な火成岩体は,苦鉄質火山岩類と深

成岩類,超苦鉄質岩類とに区分される.凡例に示さ

れる苦鉄質火山岩類と深成岩類の年代は,それらに

随伴する堆積岩類などから推定される付加年代であ

る.超苦鉄質岩類については,それが定置した年代

も付加した年代も分からないことが多いので地質時

代区分をしていない.また,付加コンプレックスに

伴うものかどうか分からないことも多く,必ずしも

付加コンプレックスに限られたものだげではないこ

とに留意する必要がある.

[火山岩類コ火山岩類は,大きくアルカリ岩と非

アルカリ岩に分け,それぞれを珪長質(デイサイト

ｰ流紋岩)と苦鉄質(玄武岩一安山岩)とに分け,地

紋と色で識別できるようにした.第四紀火山岩につ

いては,火山の地質構成と広がりを示すために,大

観模た火砕流堆積物と,火山周辺の岩屑堆積物及び

火道周縁の火山本体とを区別した.また,大規模な

コｰルドロンを移成した火山深成複合岩体について

は,それを構成する貫入岩を噴出物とは区別し,大

規模な場合に限って示した.凡例の岩屑とは,岩屑

なだれ,火山麓扇状地,火山泥流,小揚模火砕流な

どの堆積物のことである.また,火砕流として表現

されるものの多くは,珪長質の大規模火砕流堆積物

である.

[深成岩類]深成岩類は珪長質(花崩岩一トｰナ

ル岩)と苦鉄質(石英閃緑岩一斑れい岩)に大別し,

ミグマタイト質岩についてはこれを別に区分した.

[変成岩類]変成岩類は変成年代に従って区分し

配列するとともに,原岩の年代を〔〕内に記号で

示した.岩石は変成条件により第2版と同様に,

低一中圧型と高圧型とに分けてある.また最近の放

射年代の研究成果をふまえて従来の“三郡"変成岩

類を3つに区分して表示した.凡例記号m｡で表示

される飛騨変成岩類は複変成をうけており,凡例に.

表示される変成年代の範囲が長いのはそのためであ

る.変成岩類の大部分は,その成り立ちを考えると

付加コンプレックスに含められるべきものである

が,変成岩としての特徴を重視してこれを付加コン

プレックスには含めなかった.

4.4地質構造などの表現

印刷された地質図では断層のほかに,主要な背斜

と向斜,低一中圧型及び高圧型変成岩類,付加コン

プレックスの一般走向が線で表示されていたが,

CD-ROM版の地質図では断層以外の構造要素は表

現されていたい.また,第2版で表示されていた

カノレデラについては,単なる地形情報にすぎないの

で,印刷された地質図第3版にならい,表示しな

かった.なお,同時代同岩石の別個の火山が隣り合

う場合は,識別できるように界線を入れていること

がある.

4.5旧来の地質構造区分との対応

日本列島の地質構成は非常に複雑であるため,従

来は地質構造発達史の違いに.応じた地質構造帯を識

別し,それぞれの構造帯の地質構成と地質構造帯相

互の関係について記述する方法がとられてきた.

100万分の1日本地質図第2版でも,一般的に受け

入れられている地質構造区分に従った表現がなされ

ている.しかし,第3版では,付加コンプレック

スの概念を導入するに当たり,こうした地質構造区

分を避けた.これは,従来識別されてきた構造帯に

は付加コンプレックスとして再解釈できるものが多

いものの,付加コンプレックスの概念に基づく地質

境界と従来の地質構造帯の境界とが必ずしも一致し

ないことによる.ここでは第3版の凡例区分につ

いての考え方を理解するための参考として,第3

1995年9月号�
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版における付加コンプレックス及び変成岩,深成岩

の凡例区分と旧来の地質構造区分に基づく地質区分

との対応関係について記す.

(1)付加コンプレックスのうち,主として堆積岩類

C=飛騨外縁構造帯の一部

P=飛騨外縁構造帯g一部及び中国帯

(秋吉帯)超丹波帯,黒瀬川帯,北部

北上帯南縁

J1.2=美濃一丹波帯(足尾帯たどを含む)の

皿型地層群

J1-3=秩父帯及び北部北上帯

J2-3=美濃一丹波帯(足尾帯たどを含む)の

I型地層群

K1=秩父帯の一部(三宝山帯を含む)

K1-2/K2=四万十帯化帯

K-PG=日高帯

PG2.3/PG3→=四万十帯前帯

(2)付加コンプレックスのうち,苦鉄質火山岩類及

び苦鉄質深成岩類

Pb/P｡=舞鶴帯の夜久野コンプレックス及び

相当層

Jb二脚荷鉾緑色岩類

J｡=三波川変成岩類中の東平岩体など

J-K1b=空知層群,仁頃層群などの一都

K2b/K2､=日高帯中の下川岩体など/目高変成

帯西帯の一部

P島=瀬戸川帯に産する苦鉄質火山岩類

(3)付加コンプレックスのうち,超苦鉄質岩類

海洋プレｰトの断片あるいは付加コンプレックス

形成に伴ってそこに定置したと解釈される超苦鉄質

岩体.南部北上帯と北部北上帯との境界付近(早池

峰構造帯)や飛騨外縁構造帯たどに沿って分布する.

本岩類を随伴する付加コンプレックスの形成年代や

変成岩の原岩年代,変成年代から,それらが付加コ

ンプレックスの一部として定置した年代は大きくみ

て古生代前期,二畳紀,ジュラ紀一白亜紀及び古第

三紀である.

(4)変成岩類

変成岩類は圧力型と主に放射年代から推定される

変成年代を基に以下のように12に区分した一策2

版と異なり,母体,松ケ平などの高圧変成岩類を先

シルル紀の変成岩類とした.また,三郡変成岩類を

三郡一蓮華帯,周防地帯及び智頭地帯の変成岩に

3分するとともに,常呂帯の高圧変成岩を新たに示

した.隠岐変成岩については,岩相や構造,放射年

代から飛騨変成岩とは異たる変成史を経たことが指

摘されているが,分布が狭小なことから,第2版

と同様に飛騨変成岩類に含めている.

��

浸

�

洲

洳

�

洵

洶

�

洸

�

�　

��

:飛騨変成岩類(隠岐片麻岩を含む)

:黒瀬川帯の寺野変成岩類など

=母体,松ケ平,山上,八茎などの変

成岩類

:三郡一蓮華帯,長門構造帯,木山な

どの変成岩類

:宇奈月変成岩類

:周防地帯,石垣島及び上越帯の変成

岩類

二智頭地帯の変成岩類

=御斎所一行貫及び西堂平変成岩類

=領家変成岩類

=三波川及び長崎変成岩類

=神屠古潭変成岩類及び常呂帯の変成

岩類

=日高変成岩類

深成岩類(C,P以外は珪長質,苦鉄質共通)

做

�

倀

�

=長門構造帯及び黒瀬川帯の深成岩

類,九州の山鹿や野母半島の変斑れ

い岩など

=氷上花禺岩,飛騨一天生花嵩岩だと

=舞鶴花闇岩,金勝山石英閃緑岩など

=船津花開岩など

Ki(十地紋)=北上花嵩岩類など

�

��

�

假�

假�

假㌀

=阿武隈花陶岩類など

=古期領家花闇岩類,朝日山地古期花

開岩など

=新期領家花開岩類,山陽帯の花筒岩

類など

=山陰帯の花闇岩類のうちの鳥取花嵩

岩など

=山陰帯の花嵩岩類のうちの阿須那花

嵐岩及び鉛出花嵩岩など

=山陰帯の花開岩類のうちの由万川深

成岩類だと

PG3(ミグマタイト)=目高帯のミグマタイト

PG些=石垣島の於茂登(オモト)岩体だと

N1=日高帯の花嵐岩類だと
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N2=西南目本外帯の花開岩類など

N3=黒部川花開閃緑岩,谷川岳深成岩体

など

(6)火山岩類のうちの珪長質貫入岩

K1=関門層群に伴うひん岩

K2=濃飛流紋岩類や高田流紋岩類に伴う

花闇斑岩

PG1:宮津花開岩に貫入するアプライト及

び花開斑岩

N2=熊野酸性岩類及び西南目本外帯花寓

岩に伴う環状岩脈

5,100万分の1日本地質図第3版における付

加コンプレックスの定義とその表現

付加コンプレックスは,第1版,第2版にはなか

った新しい概念なので,ここでは付加コンプレック

スの定義と第3版における表現について説明して

おく.

5.1付加コンプレックスとは何か

100万分の1日本地質図第3版に示される付加コ

ンプレックスは,海洋プレｰトが大陸フレｰトの下

に沈み込む場所(沈み込み帯)で大陸プレｰト側に

``付加"した地質体であり,主として堆積岩類から

なるものと火成岩類からたるものとに分けられる.

そのうち,主として堆積岩類からたるものの大部

分は,海溝において海洋プレｰトが大陸プレｰトの

下に沈み込む際に陸側から供給された陸源砕屑物

(砂岩,泥岩だと)や海洋プレｰト表層部を構成する

堆積岩(チャｰト,石灰岩だと)や火成岩(玄武岩だ

と)が陸側に押しつげられ,低角の逆断層で繰り返

し区切られながらはぎとられるとともに,沈み込ん

だ海洋プレｰトとのすべり面に沿ってさらに海洋プ

レｰト表層の堆積物(チャｰト,石灰岩など)や火成

岩(玄武岩だと)が削り取られ,先にはぎとられた堆

積物に底付けされて形成された地質体,すたわち,

付加体である.付加体は,砕屑岩や,チャｰト,石

灰岩,玄武岩などで構成され,その内部は,成長過

程において歪が増加し,異常高圧を生じて勇断が進

むとともにダイヤピルが形成されることもあって複

雑た構造をとる.一方,主として火成岩類からたる

ものは,かっての海嶺や海山だと海洋プレｰトの断

1995年9月号

片が大陸プレｰトに付加したとみたされる比較的大

規模た苦鉄質ないし超苦鉄質の岩体を主体とする.

これら火成岩体の付加は堆積岩類の付加とは異なっ

た過程であると考えられており,通常は両者を区別

して扱うが,ここでは“付加''を広い意味で捉え付

加コンプレックスとして一括している.

“主として堆積岩類"からたる付加コンプレック

スは,美濃一丹波帯,秩父帯,四万十帯などを構成

し,かつては地向斜という仮想的な堆積盆地,すな

わち帯状に延びた大規模な凹地を埋積した極めて厚

い地層群と考えられていた.しかし,最近の放散虫

化石層序や構成岩石,内部構造などに関する研究に

よれば,これらは通常の地層のように整然と累重し

ているのではなく,数多くの断層によって層序関係

が乱されて地質年代の異なる様六な種類の岩石が混

在し(例えばWakita,1988;栗本,1993.1994),断

層で境される構造ユニットが繰り返し重なっている

(例えばKimuraandHori,1993)ことが明らかにな

ってきた.``地向斜堆積物"の中でメラソジまたは

メランジュ(me1ange)と呼ばれてきたものの多く

は,このような地質体の中で泥岩を主体とし,泥岩

の基質の中に地質年代の異たる様々な岩石が破断さ

れた岩塊として混在している部分に当たる.その構

成岩相と内部構造の特徴からみて,“主として堆積

岩類''からなる付加コンプレックスの大部分は,付

加体と考えることができる(例えば木村,1993.

���

5.2100万分の1日本地質図第3版における付加

コンプレックスの表現

100万分の1日本地質図第3版において付加コン

プレックスと認定した基準は次の通りである.

1)主として砂岩泥岩互層や泥質基質のメラソジ

からたり,チャｰトや石灰岩,玄武岩などを伴うこ

とが多い.砂岩泥岩互層は,しばしば破断され構造

が乱されている.

2)同方向に傾斜した断層によっていくつかの構

造ユニットに区切られていて,構造的にみてより下

位に向かうにつれてユニットの形成年代(砕屑岩の

堆積年代で推定)が若くだる.

3)一つの構造ユニットの中では,本来の層序が

保たれている.最も完全に保存されたユニットでは

チャｰト(砥石型珪質粘土岩を含む),珪質泥岩,砂�
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岩泥岩互層の順に重なった層序が認められる.ま

た,メランジの場合,その中に含まれる玄武岩や石

灰岩,チャｰト,珪質泥岩の年代がこの順番に若く

なる.これらの層序は,海洋プレｰトが大陸プレｰ

トに向かって進むとき,海洋プレｰトの玄武岩の上

にまず生物起源の石灰岩(礁成堆積物)あるいはチャ

ｰト(遠洋堆積物)が堆積し,陸に近づくにつれて陸

源砕屑物が供給されて珪質泥岩(半遠洋世堆積物),

続いて泥岩砂岩(海溝充填堆積物)が順に堆積すると

いう“海洋プレｰト層序''そのものである.

このような基準で考えれば,従来の中･古生界の

うち,多くの部分は付加コンプレックスである.付

加コンプレックスをどのように区分するかについて

は様女た考え方があろう.例えば,付加の時期や方

向,位置が異なれば,構造や岩相上での差異が生じ

るであろうから,それに基づいて付加コンプレック

スを区分することができる.しかし,現時点では必

ずしもこのようた観点で付加コンプレックスの区分

が行われているわけではたく,一般には,党かげの

層序,地質構造及び徴化石年代に基づいて区分され

ている.

従来の地質構造区分は構造や構成岩相とそれらの

年代の差異に基づいてたされており,第3版をま

とめた時点では,従来の地質構造区分の境界は付加

コンプレックスを分ける上で十分意義があると判断

し,地質構造帯ごとに付加コンプレックスの存在を

認定し,地質図にその区分を表現した.つまり,従

来の地質構造区分を生かしながら,新しい観点でま

とめられた付加コンプレックスの区分をその上に重

ねて表示したことになる.

付加コンプレックスは,それぞれの境界が断層で

境され,プレｰト間の相対運動ベクトルの変化や沈

み込み位置の違いに応じて形成されてきたと考えら

れる.東北日本では新生界に覆われて不明瞭である

が,西南日本では大局的にみて日本海側から太平洋

側に向かって,二畳紀(P),ジュラ紀一白亜紀(内

帯のJユ.2,J2.3,外帯のJ1.3,K1),白亜紀(K1-2,K2),

古第三紀(P2,3,PG3.4)と付加コンプレックスの形成

年代が若くなる傾向にある･これは海洋プレｰトの

沈み込みによって形成された付加体が大陸から海洋

に向かって順次成長したことを示している.一方,

南部北上一阿武眼帯などの堆積岩類は,これらの付

加コンプレックス形成時期とほぼ同時期に大陸縁辺

の浅い海や湖で堆積したものであろう.

しかし,最近では,仏像構造線を境に相接する秩

父帯前帯と四万十帯化帯のように変形や岩相の顕著

な違いにより区分されていた付加コンプレックスに

ついても,地質構造や年代極性に注目すると同一の

海洋プレｰトによる一連の運動によって順次形成さ

れたと考えてもよさそうな例が見いだされている.

また,中央構造線を境に相接する内帯の美濃一丹波

帯(足尾帯を含む)と外帯の秩父帯のように,大きな

構造線を境にほぼ同時期に形成された付加コンプレ

ックスが存在する例も知られるようになってきた.

このような付加コンプレックスの起源と配列につい

ては,様々な議論がある.例えば,美濃一丹波帯と

秩父帯の付加コンプレックスがどこで形成され,ど

のような過程を経て現在のような配置にたったのか

という点については,次のよう次可能性が提唱され

ている(TairaandTashiro,1987;Isozakieta1.,

1990;磯崎･丸山,1991;Wakita,1992だと).

①内帯と外帯の付加コンプレックスはもともと一連

のものであり,付加コンプレックス間の境界断層

カミ低角度であるために内帯と外帯の両地域に出現

することにたった.

②両コンプレックスはもともと側方方向につながっ

ていたが,横ずれ断層によって2列の配列とな

った.

③内帯と外帯のそれぞれの場所で別六の付加コンプ

レックスが形成された.

いずれにしても,今後は,第3版で区分された

各カの付加コンプレックスを詳しく調べて再区分

し,それらの間にどのような年代極性や構造的特徴

が認められるかを検討した上で,同一の海洋プレｰ

トの運動に関連して形成された複数の付加コンプレ

ックスをひとまとまりとしてグルｰブ分げすること

が求められよう.その場合は従来の地体区分を超え

て付加コンプレックスのグルｰプ分げが行われる可

能性がある.こうすることにより,よりダイナミッ

クなテクトニクス像が与えられるに違いない.
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